




       Construction f Identity and Time Perspective for College Students 
                  Yuki Sato and Yuko Okamoto 
 Past studies dealing with the effects of time perspective on identity construction have lacked a 
time integration point of view. This paper presents the effects from the perspective of college 
students and arrives at the following conclusions. (1)Achievement and diffusion status have 
intermixed both high and low time integration groups. (2) However, foreclosure status has a 
relatively high integration, whereas moratorium status has a low integration. The above 
conclusions suggest that for foreclosure and moratorium status, time integration is more 
important ascompared to achievement a d diffusion status. On the other hand, some problems 
are indicated on the scale with respect tocategorizing four identity statuses. Finally, the paper 
discusses several suggestions for future studies. 
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問 題
1.ア イデンティティ研究
1950年代にEri㎞nが提唱して以来 アイデンティティに関す る研究は年々増えている(鎗・岡本 ・宮下,2002)。
大野(1995)によれば アイデンティティとは 「内的な不変性(sameness)と連続1生(oon血uity)を維持する各個人の能
力(心理学的意味での自我)が他者に対す る自己の意味の不変性と連続性とに合致す る経験から生まれた自信」で
ある。つま り 「自分とは何か」 「自分の人生の目的は何か」「自分の存在意義は何か」などの疑念に答えを見出し
ていく過程であり,このようなことは青年期において中心的な課題であるとされ る(宮下,1999)。このような自己
の探求は多 くの人々にとって姓 を通 した主要なテーマであり,號 では生涯薙 の観 点からも耽 されてレ・る
(岡本,2002)。しか し研究者の間では アイデンティティの確立は大学時代になされるとい う認識が一般 的である
(Barbala&Phmp,1984)。このようなことか ら,全ての年代を通 しても青年期におけるアイデ ンティティの確立の
問題は とりわけ重要である。
















































































される時間的関連性である。サークル ・テス トとは 「過去 ・現在・未来」のそれぞれについて円にたとえて用紙
に記入してもらい,円の大きさや,円がどのように重なり合っているのかを分析していくものであり,サー クル ・






































































































1私 は今,自 分の 目標をなしとげるために努力 している.772.147㌦161
2私 には,特 に うちこむものはない*.631㌦191.141
3私 は,自 分が どんな人間で何を望みおこなお うとしているのかを知.801.031㌦087
っている
4私 は 『こんなことが したい』とい う確かなイメージを持っていない*.696㌦135.053
5私 は以前,自 分がどんな人間なのか,何 をしたいのかとい うことを.057.831.102
真剣に迷い考えたことがある
6私 は以前,自 分のそれまでの生き方に自信が持てなくなったことが ㌦167.626㌦180
ある







因子分析を試みた研究は少なく,野村 ・橋本(2006)が試みているのみである。野村 らは従来の3因 子構造を見出




アイデンティティの再分類について,野 村 ・橋本(2006)は因子の中央値を判定に用いてお り,本研究でも同様



















丁べrの実施によって得 られた物語データは逐語録を作成 し,水準分析法に従いスコアリング した。合計234物
語(39名×図版6枚)の うち,約1/3にあたる90物語(各図版15名分)を対象とし,スコアリングした現実1生水準
の値について研究協力者(心 理学専攻の大学生)と の評定一致率を求めた(晦ble5)。その結果,図 版1,13B,20
以外は80と高い一致率を得た。評定が食レ違 う部分についてはもう1人の評定者と協議 し,評定値を合わせた。
残 りの物語については筆者が評定を行った。尚,図版20は1名 のみ評定不能であったため分析から除外 した。
欲求水準 と圧力水準,お よび両水準を合計した数値の平均について,TへT実施群全体と性別ごとに平均 と標準
偏差を求め,性差を検討 した(顎ble6)。その結果,男 女で水準値に有意差は認め られなかった。
次に各欄 直およ麟 直の相縣 こりいてSp一 の相関分析を行り繰 ゐ。結果より,全ての相
関係数について有意であった。欲求水準 と圧力水準の相関係数については アr583と中程度の正の相関が認めら























































































































立に扱い,時 間的特徴を直接的に示す部分(た とえば 「結 末の在 り方」)を中心にした分析法を開発することも
できるだろう。いずれにしろ,語 りとい う質的データの特徴を数量化す るための分析法を開発する際には,1次
的な基準をどのよ うに設定するのかに加えて,2次 的な基準をどのよ うに設定するかが重要 となるだろう。盟r
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